
 

気軽にできる！ 
親子で毎日楽しむ環境教育  ４つのアイデア 

 

  

 

１：身近な場所の自然を一緒に観察する 

自然豊かな場所でなくても、散歩をしながら 

近所の公園や街路樹、公共施設の植栽を眺め 

るだけで様々な観察ができます。季節を感じ 

花を眺めて香りをかいだり、虫の動きを見 

守ったりするのもいいですね。 

２：生き物や植物の絵本を読み聞かせる 

生きものや植物について詳しく描かれた絵本を 

読めば、その成長や生態について知ることがで 

き、親しみを覚えるチャンスです。ハチなど、 

実際に近づいて見ることが難しい生き物でも、 

絵本があれば安全に知ることができます。 

3：プランターや庭で植物を栽培する 

親子で植物をタネや苗から育ててみると、

草花に親しみがわくよい方法です。水やり

をして「芽が出たね」など観察しながら一

緒に楽しみ、植物のもとにやってきた虫の

行動観察をするのもいいですね。 

4：ペットを飼って一緒に暮らす 

動物と暮らすことで、生きものにも感情が

あることを知り、親近感がわきますね。排

せつや病気など「かわいいだけじゃない」

場面に接して生き物を大切にする心も芽生

えます。 

さいわいこども園では戸外遊びを中心にできるだけ自然に触れ合う機会を多く持つようにしています。園庭ではプランターにトマトやきゅうりの苗を

植えて生長を観察し、収穫したものでクッキングを楽しんだり、ダンゴムシやアリ、テントウムシと触れ合うのも大好きです。今の季節は東林間緑地

がおすすめ！どんぐりがいっぱい落ちているので、散歩に行くと、袋いっぱいに持ち帰ってきます。私たちができることは限られていますが、少しで

も子どもたちの未来が明るいものでありますように。ご家庭でもぜひ取り入れてみてくださいね。 

 

 


